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長
谷
川
貞
之
先
生
は
、
日
本
大
学
法
学
部
に
一
六
年
に
わ
た
り
奉
職
さ
れ
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
ご
退
職
さ

れ
ま
す
。
こ
こ
に
謹
ん
で
感
謝
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、
退
職
記
念
論
文
集
を
編
み
、
こ
れ
を
先
生
に
献
呈
い
た
し
ま
す
。

長
谷
川
先
生
は
、
昭
和
五
六
（
一
九
八
一
）
年
三
月
に
学
習
院
大
学
法
学
部
法
学
科
を
ご
卒
業
後
、
昭
和
五
八
（
一
九
八
三
）
年
四
月
に

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
に
ご
進
学
さ
れ
、
民
法
お
よ
び
信
託
法
を
中
心
と
す
る
民
事
法
の
研
究
を
志
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和

六
〇
（
一
九
八
五
）
年
三
月
に
同
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
を
修
了
し
、
修
士
号
を
取
得
さ
れ
た
後
、
同
博
士
後
期
課
程
に
ご

進
学
さ
れ
て
、
研
究
者
の
途
に
入
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
六
三
（
一
九
八
八
）
年
三
月
に
同
博
士
後
期
課
程
を
単
位
取
得
の
う
え
中
途
退
学

し
、
同
年
四
月
に
駿
河
台
大
学
法
学
部
の
専
任
講
師
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
大
学
で
の
研
究
教
育
に
従
事
す
る
日
々
を
過
ご
さ
れ
る
な
か
、

平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
一
月
に
慶
應
義
塾
大
学
よ
り
「
過
失
相
殺
の
理
論
史
的
系
譜
『
被
害
者
の
過
失
』
理
論
」
で
博
士
（
法
学
）
の
学

位
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
駿
河
台
大
学
法
学
部
助
教
授
、
同
学
部
教
授
（
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
兼
担
）
と
な
り
、
平
成
一
六

（
二
〇
〇
四
）
年
四
月
に
は
獨
協
大
学
に
研
究
教
育
の
場
を
移
し
、
獨
協
大
学
法
学
部
教
授
（
大
学
院
法
学
研
究
科
兼
担
当
）、
同
大
学
法
科
大

学
院
（
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
）
教
授
に
ご
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
一
九
（
二
〇
〇
七
）
年
四
月
に
日
本
大
学
法
学
部
教
授
お
よ
び
同

大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
に
ご
就
任
さ
れ
、
以
来
、
本
学
に
お
い
て
民
法
を
中
心
に
研
究
教
育
に
あ
た
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、

平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）
年
六
月
に
は
弁
護
士
登
録
（
第
二
東
京
弁
護
士
会
）
を
さ
れ
、
民
事
事
件
お
よ
び
家
事
事
件
に
も
従
事
さ
れ
、
実
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務
に
も
携
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

長
谷
川
先
生
の
研
究
は
、
民
法
お
よ
び
信
託
法
を
中
心
に
、
多
方
面
か
つ
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
公
刊
さ
れ
て
い
る
ご
著
書
お
よ

び
ご
論
文
な
ど
か
ら
み
ま
す
と
、
博
士
論
文
の
研
究
テ
ー
マ
と
さ
れ
た
過
失
相
殺
の
ほ
か
、
第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約
、
根
保
証
・
根

抵
当
権
、
信
託
受
託
者
の
信
認
義
務
、
信
認
代
理
、
役
務
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
契
約
と
消
費
者
保
護
、
市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化

と
契
約
上
の
諸
問
題
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
や
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
ベ
ー
ス
の
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
と
契
約
理
論
な
ど
を
研

究
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
動
物
ペ
ッ
ト
の
法
律
問
題
は
、
先
生
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
す
。

平
成
二
九
（
二
〇
一
七
）
年
二
月
か
ら
同
年
一
〇
月
に
か
け
て
、
ド
イ
ツ
の
ヨ
ハ
ネ
ス
・
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
大
学
（
マ
イ
ン
ツ
）
で
客
員
研

究
員
に
迎
え
ら
れ
、
第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約
と
契
約
上
の
地
位
の
譲
渡
の
問
題
に
つ
い
て
比
較
法
的
視
点
か
ら
ご
研
究
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
研
究
の
中
で
特
筆
す
べ
き
は
、
民
法
の
担
保
物
権
と
信
託
と
の
関
係
を
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ト
ラ
ス
ト
と
し
て
一
冊
の
ご
著
書

に
ま
と
め
ら
れ
、『
担
保
権
信
託
の
法
理
』（
二
〇
一
一
年
・
勁
草
書
房
）
と
し
て
出
版
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
近
時
の
債
権
法
改
正
に

あ
た
っ
て
は
、
民
法
の
研
究
者
ら
と
『
社
会
の
変
容
と
民
法
典
』（
共
著
、
成
文
堂
・
二
〇
一
〇
年
）、『
民
法
改
正
案
の
検
討
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
』

（
共
著
、
成
文
堂
・
二
〇
一
三
年
）
を
出
版
さ
れ
、
立
法
作
業
の
是
非
や
改
正
法
の
問
題
点
を
世
に
問
う
て
お
ら
れ
ま
す
。
改
正
法
の
施
行
後

は
、
債
権
法
改
正
過
程
を
分
析
し
な
が
ら
、
訴
訟
実
務
で
押
さ
え
る
べ
き
重
要
論
点
を
網
羅
し
た
『
改
正
［
債
権
法
］
に
お
け
る
判
例
法

理
の
射
程
』（
共
著
、
第
一
法
規
・
二
〇
二
〇
年
）
を
公
刊
さ
れ
て
い
ま
す
。
直
近
の
著
作
で
は
、
委
任
と
解
除
と
の
関
係
に
つ
い
て
民
法
典

の
編
纂
時
に
遡
っ
て
沿
革
か
ら
近
時
の
債
権
法
改
正
に
至
る
ま
で
を
分
析
し
た
『
委
任
の
任
意
解
除
権
』（
二
〇
二
三
年
・
成
文
堂
）
が
注

目
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
大
学
法
学
部
叢
書
第
四
六
巻
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
も
の
で
す
。

学
会
関
係
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
一
〇
月
か
ら
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）
年
一
〇
月
ま
で
私
法
学
会
理
事
、
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平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年
一
一
月
か
ら
は
ペ
ッ
ト
法
学
会
理
事
を
務
め
ら
れ
、
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
の

教
育
に
も
熱
心
に
ご
対
応
さ
れ
、
先
生
が
ご
担
当
さ
れ
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
か
ら
は
多
く
の
す
ぐ
れ
た
人
材
が
輩
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
谷
川
先
生
は
、
学
内
行
政
に
お
い
て
も
、
平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
か
ら
平
成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
ま
で
比
較
法
研
究
所
次
長
、

平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
か
ら
平
成
三
一
（
二
〇
一
九
）
年
ま
で
大
学
院
運
営
委
員
会
副
委
員
長
お
よ
び
研
究
委
員
会
副
委
員
長
を
務
め

ら
れ
、
学
部
の
運
営
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

長
谷
川
先
生
が
ご
定
年
を
迎
え
ら
れ
ま
す
こ
と
を
お
祝
い
し
、
ま
た
、
先
生
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
活
動
や
本
学
に
お
い
て
貢
献
さ
れ
ま

し
た
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
こ
の
度
、
学
内
外
の
民
法
研
究
者
を
は
じ
め
と
し
、
先
生
に
ご
指
導
賜
り
ま
し
た
研
究
者
ら
に
よ
り
、

長
谷
川
貞
之
教
授
退
職
記
念
論
文
集
と
し
て
『
多
様
化
す
る
社
会
と
法
律
学
の
課
題
』
を
刊
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
価
値
観
が
多

様
化
す
る
現
代
社
会
に
あ
っ
て
、
民
法
の
領
域
だ
け
で
も
債
権
法
改
正
や
相
続
法
改
正
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
の
よ
う
な
時

期
に
、
学
内
外
の
研
究
者
ら
が
参
集
し
、
こ
の
よ
う
な
論
文
集
を
刊
行
す
る
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
長
谷
川
先
生
に
は
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
指
導
お
よ
び
ご
支
援
を
賜
り
、
我
々
を
暖
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
先
生
の
ご
健
康
と
更
な
る
ご
活
躍
を
祈
念
し
、
献
呈
の
辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
五
（
二
〇
二
三
）年
二
月
吉
日

�

法
学
部
長
　
小
　
田
　
司






